
ネパール大地震

「
逃
げ
ろ

｜　＿

エ
ベ
レ
ス
ト
に
絶
叫

　
ヽ
【
カ
ト
マ
ン
ズ
共
同
】
ご
う
音
と
と
も
に
山
の
上
方
か
ら

迫
る
大
量
の
水
と
雪
。
シ
ェ
ル
パ
は
恐
怖
の
叫
び
声
を
上
げ
、

登
山
家
ら
が
一
斉
に
逃
げ
だ
し
た
Ｉ
。
2
5
日
の
ネ
パ
ー
ル
の

大
地
震
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
、
5
0
代
の
日
本
人
の
男
女

２
人
が
死
傷
し
た
世
界
最
高
峰
エ
ベ
レ
ス
ト
の
雪
崩
。
一
瞬

に
し
て
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
一
部
と
各
国
の
登
山
家
ら
を
の

み
込
み
、
エ
ベ
レ
ス
ト
史
上
最
悪
の
惨
事
と
な
っ
た
。
（
１

面
関
連
）
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2
5
日
、
ネ
パ
ー
ル
中
部
で
起
き
た
大
地
震
直
後
、
エ
ベ
レ
ス
ト
の
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
を
襲
っ
た
雪
崩
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
＝
時
事
）

　
ル
ー
マ
ニ
ア
人
の
ア
レ
ッ
ク

ス
・
ギ
ャ
バ
ン
さ
ん
は
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
2
5
日
夜
、
緊
迫
し
た
キ

ャ
ン
プ
か
ら
、
登
山
家
ら
が
協

力
し
て
負
傷
者
の
救
助
や
行
方

不
間
者
の
捜
索
に
当
た
っ
て

い
る
と
報
告
。
「
多
く
が
亡
く

な
り
、
さ
ら
に
多
く
が
負
傷
し

た
。
早
く
救
助
が
来
な
け
れ
ば

も
っ
と
多
数
が
死
ぬ
」
と
訴
え

た
。

　
ネ
パ
ー
ル
の
登
山
関
係
者
に

よ
る
と
、
雪
崩
は
複
数
発
生
。

当
時
キ
ャ
ン
プ
に
は
外
国
人
４

べ地
レ震芦
スでli
卜発｀
の生
べし

｜た
ス霊
キ崩

ヤに■
ン巻
ヅき1

11　12s・･ﾐ｜

日れ
ーたａ
アエＬ

ジ
ム
・
ア
フ
ィ
フ
氏
撮
影
、
Ａ
Ｐ
‐
長
同
）

Ｏ
Ｏ
人
を
含
む
約
千
人
が
い
た

が
、
多
く
の
テ
ン
ト
が
雪
に
埋

ま
り
、
登
山
具
が
散
乱
。
遺
体

が
次
々
と
収
容
さ
れ
た
。
天
候

が
悪
く
通
信
手
段
が
脆
弱
な
た

め
、
ヘ
リ
に
よ
る
救
助
活
動
が

思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
と
い

う
。

　
2
6
日
に
は
余
震
に
よ
る
雪
崩

が
発
生
。
現
場
に
残
さ
れ
た
登

山
家
ら
が
恐
怖
に
お
び
え
て
い

る
と
ロ
イ
タ
ー
通
信
は
伝
え

た
。

　
ロ
イ
タ
ー
な
ど
に
よ
る
と
、

標
高
約
５
３
０
０
び
の
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
よ
り
高
い
位
置
に
あ

る
「
キ
ャ
ン
プ
ー
」
と
「
キ
ャ

ン
プ
２
」
か
ら
下
山
す
る
ル
ーエベレストのベースキャンプから避難し、車いすに乗る旅行者

＝26日、カトマンズ（ＡＰ＝共同）



唐
が
破
壊
さ
れ
た
た
め
、
計
約

１
０
０
人
が
取
り
残
さ
れ
た
。

・
、
米
Ｃ
Ｎ
Ｎ
テ
レ
ビ
（
電
子
版
）

信
、
犠
牲
に
な
っ
た
登
山
家
に

複
数
の
米
国
人
が
含
ま
れ
る
と

報
道
。
「
こ
の
悲
し
み
は
言
葉

に
で
き
な
い
」
と
の
遺
族
の
声

ご
伝
え
た
。

・

被
災
地
支
援
へ

　
職
員
２
人
派
遣

　
　
　
　
　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

‐
‐
　
ネ
パ
ー
ル
中
部
で
起
き
た
大

地
震
を
受
け
、
国
際
医
療
ボ
ラ

ー
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本
部
・

岡
山
市
北
区
伊
福
町
）
は
2
6
日
、

１
１
１

１
！
ｓ
Ｓ
‐
一
ｊ
‐
Ｉ
回

・
Ｊ
゛
Ｅ
Ｓ
Ｔ
力
－
ド
な

現
地
で
緊
急
支
援
を
行
う
た

め
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
殷
け
て
い

一
る
事
務
所
の
所
長
大
政
朋
子
さ

ん
（
4
2
）
、
看
護
師
の
柴
田
幸
江

さ
ん
（
3
7
ブ
岡
山
市
り
を
派
遣

し
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ネ
パ
ー
ル
支
部
か

ら
本
部
に
入
っ
た
連
絡
に
よ
る

と
、
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
で
は
多

く
の
家
屋
が
倒
壊
。
多
数
の
住

民
が
屋
外
で
夜
を
明
か
し
て
い

る
。
道
路
の
地
割
れ
な
ど
で
交

通
が
乱
れ
、
支
部
の
医
師
も
十

分
な
活
動
が
で
き
て
い
な
い
と

い
う
。

　
２
入
は
2
6
日
午
後
、
Ｊ
Ｒ
岡

山
駅
か
ら
関
西
空
港
へ
出
発
。

大
政
さ
ん
は
「
情
報
を
収
集
し

た
上
で
、
具
体
的
な
支
援
を
進

め
た
い
」
、
柴
田
さ
ん
は
「
感

染
症
対
策
が
必
要
に
な
る
だ
ろ

う
」
と
話
し
た
。
マ
レ
ー
シ
ア

の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
経
由

で
、
カ
ト
マ
ン
ズ
に
2
7
目
昼
ご

ろ
（
現
地
時
間
）
入
る
見
込
み
。

　
　
　
　
　
　
　
（
平
田
桂
言

ネ
パ
ー
ル
で
の
緊
急
支
援
の
た
め
Ｊ
Ｒ

岡
山
駅
を
出
発
す
る
大
政
さ
ん
（
左
）

と
柴
田
さ
ん
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